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＜連絡事項＞
・栄養より
　5/13（夕）と明日5/14（昼）の献立が以下のように変更となります。
　　5/13（夕）　牛肉と野菜の中華炒め　→　豚肉と野菜の中華炒め

5/14（昼）　ポークカレー　→　ビーフカレー

周知お願いします。
＜患者様連絡事項＞
・中村　豊様～西舘ＳＷより情報あり、八戸市保健所　保健予防課　西山氏より現在の本
人の状況について確認があります。成年後見は申立て中でありまだ、決定していないことや、病棟での様子について伝えています。施設もまだ決まっておらず、治験などを行い病棟で過ごしていることを伝えています。

これまでにも数回ケア会議を実施してきていたが、今後の予定などについても確認があり、まず後見制度が決定した時点で情報共有の場も含めて、ケア会議を実施はどうかとの提案は行っています。必要時連絡することとしています。
・風穴　義信様～小屋敷ＳＷより情報あり。デイサービスささえ愛：川村様より、以前の
ケアマネ　アクティブ24：田中様と話し、入院継続の為デイサービス利用を終了したとの事です。
＜要注目患者様＞
・泉川　ケイ子様～昨日は消灯後も入眠せず、23：35不眠時ブロチゾラム(0.25)1Ｔ内服し休まれています。日中は、集団へ参加する事への苛々感等を訴え部屋から出る事ができずにいます。朝食拒否していますが、昼食は「部屋を出ると色々気になって食べれないのよ。」と話し、自室へ配膳し全量摂取、服薬の拒否はありません。午前中はプログラム参加拒否するも臥床している事はなく、書き物をされています。排泄回数の確認には、「分からない」と話し、不明の事が多く見られます。確認時に不機嫌となる事もあります。
・佐々木　悦子様～夜間は良眠されており、尿失禁や衣類汚染もありません。日中も、逸脱行為もなくプログラムへも参加出来ています。
・中川原　義雄様～朝食後薬服用後、服薬カレンダー確認の為、訪室すると日曜日の朝の薬包がなく本日の朝の薬包は入っているのを確認しています。本人様は臥床されており、声掛けしてカレンダーを見ておかしい所はないか確認する様に促すと「えー何々？」と言いながら起きて眼鏡を掛け、カレンダーを見ています。「どこがおかしいって？今日は日曜日じゃないか？ん？」と腕時計を見て「あ、水曜日だ。ああ、そうか、間違って取ってしまった。日曜日に移しておくか。」と話し、薬包を移しています。きちんと曜日を見て取る様に説明すると「あー、はいはい分かりました。」と軽い返事が聞かれています。 

・風穴　義信様～各種支払いが滞っている件で、本人へお金の引き下ろし方法を確認。通帳の記載からはＡＴＭを使用しお金を下ろしているようですが、「ＡＴＭを使用した事はない」と本人は話しています。自宅に印鑑や身分証明に必要な物はおいてあると訴えている為、他手続きで身分証明を使用する事もあり、本人を連れて自宅への外出を検討していきます。
・内田　都影様～朝食後より、眩暈、ふらつき、やや顔色不良見られています。血圧138/92、後頭部痛を訴えています。食物残渣様の吐物少量嘔吐しています。9：30「眩暈がしてダメだ」と訴え、顔色不良。自室にて臥床しながら、食物残渣少量・水溶性嘔吐あり。排便-3日だが、今朝排便はあったと報告されています。血圧134/64ｍｍＨｇ　脈拍72回/分（微弱）　体温35.3℃腹壁はソフト、胃部圧迫にわずかな圧痛訴えています。グル音微弱。眼振見られており、会話中にも眩暈訴えています。10：00嘔気、眼振継続しており、田中Ｄｒへ朝からの経過を報告。田中Ｄｒ来棟し診察しています。点滴（生食100ｍｌ+プリンペラン1Ａ）、ベタヒスチンメシル塩酸錠6㎎6Ｔ　3×毎食後　5日分、嘔気時）ナウゼリン5　5㎎　2Ｔ　5回分処方となっています。11：50嘔気は治まったと話すが、「身体動かすとやっぱり眩暈する」と訴えています。眼振は軽減。眩暈の薬は昼から服用の為、食事は部屋に配膳することを説明しています。
12：10自室へ昼食配膳するが、食物残渣少量・水溶性嘔吐あり。落ち着いた後バイタルサイン測定施行。体温35.7℃、脈拍89回/分、血圧138/85mmHg。「眩暈は少し、後頭部痛があって身体も少しあついな。」と話し、臥床し休まれている。昼食は摂取できず。臨時薬は服っ要されています。体調の確認をしていきましょう。
・五日市　規様～朝食前から壁や床頭台、衣装ケース、肘掛け等あらゆる所を叩く事があります。表情の変動も見られ幻聴に左右された発言聞かれています。都度声掛けし、安全に過ごせるように観察していきましょう。
＜金Ｄｒケース検討・診察状況＞
・坂本　福子様～「なんとかやってます。」と話しています。易刺激性や爆発性は改善傾向となってきています。3週間前に他患者を羽交い絞めにしたことを尋ねてみると本人はすっかり忘れている様子。若干の日中の傾眠は認めるが、ゾテピンは今後も継続とし、処方継続となっています。
・中野渡　鉄男様～特別給付金の書類をスタッフと作成しています。体調については変わりないとの事。給付金で何を買うか考えていないし外に行けないからと話しています。処方継続となっています
・井上　和美様～体調については、「まあまあ良くなってきた。なんとなくいいみたい。」と話しています。主剤をレキサルティへ変更して1ヶ月程度経過。今回の診察においては、不調の訴え認める事もなく、話の執拗さもみられません。しばらくはレキサルティ継続とします。処方継続となっています。
・小笠原　文人様～体調については、「まあまあです。最近はあまり（気分は）高くないと思う。午前中のＯＴではパソコンやっていました。」と話しています。
　　　　　　　　　点眼液で充血も良くなったとの事。処方継続となっています。
・巴　勇樹様～体調については、「調子いいです。タバコは大丈夫。吸いたくなってない。」

と話しています。目立った逸脱行為や不潔行為などには悪化なし。概ね日常生活動作は声掛けで自立しています。喫煙の要求が過度となることはありません。その他日常生活に大きな支障となるような精神症状の悪化は認めません。他覚的には軽度の眠気あるが、本人は否定しています。明らかな有害事象はありません。処方継続となっています。
・高橋　康満様～体調については、「この前血圧が８０まで下がってフラフラしちゃったんですよ…。普段は１１０くらいなんですけど」と話しています。今回、降圧薬の除剤を提案すると珍しく頑なに拒否する様子がみられています。慢性期の統合失調症であり、病状は安定傾向にあるが変化には脆弱です。処方継続となっています。
・十日市　利喜様～体調については、「調子はいつもと同じ」「頭痛い。」と話しています。給付金がきたらおやつやＴシャツに使うと話しています。処方継続となっています。
・角濱　義弘様～「20時間くらい横になってる。今日は作業でパズルを30分くらいやってました。でもまだ急に瞼が重くなることが多いですね。のどが詰まったりすることもありますね。」と体調について話しています。先週に比し若干活動度と活気は出てきている印象。本人は相変わらず自己評価は低く周囲との評価はズレています。処方継続となっています。
